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来年の国会発議反対が 68.4%  

 時事通信世論調査結果 
 時事通信が 8～11 日に実施した 12 月の世論調査によると、憲法改正の発議を来年 1 月召集の通常国会で行うべきかど

うかについて、「反対」が 68.4％と７割近くに上りました。安倍内閣の支持率は前月比 2.8 ポイント減の 42.6％、不支持

率は同 1.0 ポイント減の 36.1％でした。 

 来年の通常国会での改憲発議について、「賛成」は 20.9％でした。これに対し、「改憲を急ぐことに反対」が 51.3％、

「そもそも改憲に反対」が 17.1％で、反対意見の合計が賛成を大きく上回りました。自民党支持者でも反対が 50.6％と

半数を超えており、賛成は 42.9％でした。自民党支持者でも多くが来年の改憲発議に「反対」しています。 

 同調査で、改憲で優先すべき項目を複数回答で聞 

いたところ、「国民の知る権利の拡大」が 36.0％で 

最も多く、「教育無償化」35.9％、「緊急事態条項の 

創設」28.3％と続きました。安倍首相が意欲を示す 

「9 条改正」は 20.8％に過ぎませんでした。「内閣 

による衆院解散権の制約」は 13.8％でした。 

先の衆院選を受け、内閣支持率は 11 月調査で 8 

ポイント超上昇しましたが、2 カ月ぶりに減少に転 

じました。学校法人「森友学園」「加計学園」の問 

題をめぐり、首相らが特別国会で追及を受けたこと 

などが響いたとみられるとしています。 

 内閣を支持する理由（複数回答）は、「他に適当 

な人がいない」18.8％、「リーダーシップがある」 

12.6％、「首相を信頼する」10/5％の順でした。支 

持しない理由（同）は、「首相を信頼できない」 

21.0％、「期待が持てない」16.5％、「政策が駄目」 

12.6％などとなっています。このように安倍首相は 

「信頼できない」人であると、国民は厳しい目でみ 

ています。 

 

「憲法に自衛隊明記を」と、 

「美しい日本の憲法をつくる国民の会」活動強める！ 
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 憲法改正の意義を広める国民運動組織「美しい日本の憲法をつくる国民の会」（共同代表・櫻井よしこ氏ら）が全国縦

断キャラバン等を行うなど、宣伝を強めています。安倍首相が 5 月に表明した改憲の内容をもとに必要性を訴えるとと

もに、改憲の国民投票を見据え、地方によっては選挙区ごとに運動組織を新たに作る取り組みを進めています。 

 5 月 3 日に安倍首相が表明した「9 条の 1 項、2 項を残しつつ、自衛隊（の存在）を（第 3 項として）書き込む」との

メッセージを元にキャラバンでは、「平和と安全を守ってくれているのは自衛隊でも、１文字も書かれていない。憲法に

明記し、自衛隊がしっかり任務を果たせるよう感謝のメッセージを伝えましょう」と訴えています。 

 一方、改憲の国民投票を見据え、組織体制整備などハード面でも力を入れ始めています。8 月に前橋市内で開かれた「美

しい日本の憲法をつくる群馬県民の会」の会合では、衆院１～５区の小選挙区ごとにネットワークを作り、連絡体制を整

えることが報告されました。既に各区で代表者が選ばれ、今後、啓発活動や運動方針、対策などを検討しているとりこと

です。 

 東京憲法会議の話では、都内でも都営住宅に下記の「ありがとう自衛隊」「憲法に自衛隊を明記しよう！」と書かれた

チラシが全戸配布され、駅頭での宣伝も行っているとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各地のとりくみ 

宮城 3000 万署名推進センターみやぎ発足 

3000 万人署名を宮城県内全域で推進していくために、11 月 21 日に白石 

弘重、佐藤修司、板垣乙未生(以上、県民運動連絡会事務局メンバー)、遠 

藤義輝(みやぎ生協労組)、髙橋正利(宮城革新懇)の 5 人で「3000 万署名推 

進センターみやぎ」の発足世話人会を結成し、県内の関係団体に呼びかけ 

て 12 月 11 日(月)フォレスト仙台２F 第 6 会議室にて発足会議を開催しま 

した。 

会議には 29 団体、33 人が参加し、3000 万人署名を成功させるために、 

県内達成目標数の共有化・活動状況の把握(組織の目標、達成状況など)・ 

情報の交流と拡散、共同行動の設定と呼びかけ・学習会の開催などを進めることになりました。 
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全構成組織が参加する「センター会議」を適宜開催しながら、日常的には事務局機能を担う「センター世話人会」を

10 人程度で開催して進めます。 

会議に参加した鹿島台憲法 9 条の会では町民 4 人に 1 人、5000 筆を集めきるために一軒一軒より署名をもらうように

署名数の 3 倍の用紙を準備し、1 回目は新聞折り込み、2 回目は全戸配布、3 回目は戸別訪問ときめ細かく活動する予定

とのこと。 

センター連絡先は下記 

郵便物：981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 フォレスト仙台ビル４F 

宮城県教職員組合気付 3000 万署名推進センターみやぎ 

携帯：080-8206-3511 FAX：022-276-5160 メール：info@9jou.jp 

 

東京 憲法共同センター高田馬場、新宿で 3000 万署名宣伝   

 12 月 12 日、東京憲法共同センターは、地評宣伝カーで、「あなたの一筆が平和な世界をつくる」という署名の歌の入

ったテープを流しながら、池袋から高田馬場駅、新宿駅西口と、宣伝しました。高田馬場駅では、2 人が話しかけて来ま

した。「野党共闘で闘わなくちゃダメだよ。東京 10 区も共闘すれば勝てたかもしれないんだよ」と。もう一人は、「障害

者の施設で働いている。安倍はダメだ。顔を見るだけでいやになる。がんばって！」と激励。新宿では、85 歳の女性「戦

時中、疎開して大変なめにあった。戦争は絶対だめ」といって署名しました。弁士は東京自治労連の田原、東京民医連の

杉浦、東京原水協の石村、東京革新懇の松元の皆さんでした。 

なお、12 月 8 日は大塚駅南口でオール大塚 11 団体 40 人の参加し、3000 万人署名を 56 筆集約。チラシを 550 枚配布で

きました。            ＜東京革新懇 mailfax ニュース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご注文は、「安倍 9 条改憲ＮＯ！全国市民アクション」（☏03-5280-7157）まで 
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